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生ごみ処理容器等設置事業補助金のお知らせ
かすみがうら市では、 家庭での生ごみ処理を推進し、 生ごみの減量化 ・ 再資源化を図るため、 以下のような

生ごみ処理容器および生ごみ減量化機器の購入費の一部に対し補助金を交付しています。

※補助金には限りがありますので、 購入前に生活環境課までご連絡ください。

※過去５年間に補助を受けた方は、 補助の対象になりません。

※生ごみ処理機の中には、 補助の対象にならない製品があります。

　　（例 ： 家庭の排水設備に設置し、 生ごみを破砕させ下水道へ流すタイプなど）

※�補助金の申請は、 生活環境課（霞ヶ浦庁舎）、 千代田窓口センター（千代田庁舎）、　　

　　中央出張所（働く女性の家）の各窓口で行えます。 詳しい申請方法などについては、

　　生活環境課にお問い合わせいただくか、 市ホームページをご覧ください。 問 生活環境課（霞ヶ浦庁舎）

コンポスト容器 ＥＭぼかし容器 電気式生ごみ処理機

1 世帯当たり 2 基まで
購入価格（税抜）の 4 分の 3
（1,000 円未満は切り捨て）
限度額 4,000 円／ 1 基

1 世帯当たり 2 基まで
購入価格（税抜）の 4 分の 3
（1,000 円未満は切り捨て）
限度額 2,000 円／ 1 基

1 世帯当たり 1 基まで
購入価格（税抜）の 4 分の 3
（1,000 円未満は切り捨て）
限度額 20,000 円

◆�直接地面の上に置き、 土中の微生
物の働きを利用し、 生ごみを分解 ・
発酵させ、 たい肥にできます。

◆庭や畑などに設置できます。

◆ �EM ぼかし（有機物を発酵させた資
材）を使って、 生ごみを発酵させ、
たい肥にします。 液肥も取り出すこと
ができます。

◆�台所やベランダ、 軒下などに設置で
きます。

◆�電気を使って、 生ごみを温風乾燥や
微生物による分解の方法により比較
的手軽に減量、 たい肥化できます。

◆�台所やベランダ、 軒下などに設置で
きます。

旧小学校活用の優先交渉権者を選定
牛渡、 佐賀、 志士庫の廃校施設について活用事業者を公募したところ、 5 事業者から延べ 6 件の事業提案の応募
がありました。 この事業提案のプレゼンテーションについて、 地域住民代表者や学識経験者などにより審査を実施し、
この審査結果を踏まえ、 各施設の優先交渉権者を決定しました。
今後は各事業者が主体となり、 地元説明会の開催など事業化に向けた調整を進めていくこととなりますので、 引続
きご理解とご協力をお願いします。

▼選定結果
◎旧牛渡小学校
［優先交渉権者］
亜細亜株式会社（東京都千代田区）
［事業概要など］
食用油や落花生などの品質管理 ・ 検査室として活用。
新規雇用や販売スペース設置により地域活性化に貢献。

◎旧佐賀小学校
［優先交渉権者］
株式会社グランバー（千葉県松戸市）
［事業概要など］
体験型のお菓子製造工場として活用。 グランピング施
設の展開も予定し、観光拠点として地域活性化に貢献。

◎旧志士庫小学校
※�今回の公募では応募がありませんでしたが、 今後も

再公募など活用に向けた調整を進めていきます。

▼その他廃校施設の状況
◎旧宍倉小学校
（仮称）かすみがうら市ウエルネスプラザとしての転用を
進めており、 今年度は改修工事などを予定しています。

◎旧下大津小学校
廃校施設活用の優先交渉権者である NPO 法人フット
ボールクラブエスペランサとグラウンドの貸借契約を締
結しました。 同法人において、 サッカーのジュニアユー
スクラブなどの活動拠点とする準備を進めており、 日
本サッカー協会（ＪＦＡ）のグリーンプロジェクトの採択を
受け、 グラウンドの芝生化を行うことになっています。

◎旧安飾小学校
校舎について、 歴史博物館の収蔵施設として転用す
るため、 今年度、 改修を予定しています。

問 行財政改革 ・ 公共施設等マネジメント推進室

「一時的に資材置場として貸してほしい」、 「良い土で土
地を埋め立ててあげます」などと、 うまい話を持ちかけ
られ、 安易に同意してしまった結果、 廃棄物を不法投
棄されたり、 無許可で建設残土を埋め立てられたりす
る事例が発生しています。
これらの責任や処理費用の負担は、 行為者だけでなく、
土地所有者に及ぶこともあります。 不法投棄、 野焼き、
不適正な残土埋立てを発見した場合は、 直ちに専用
ダイヤル「不法投棄110番」まで通報をお願いします。

不法投棄 ・ 野焼きを見つけたら

不法投棄110番（０１２０－５３６－３８０）

受付時間外は最寄りの警察署まで

平日８: ３０～１７ : １５まで

茨 城 県 廃 棄 物 対 策 課
【TEL】 029-301-3033

受付時間

問

6月は

不法投棄防止
強調月間です。

対象容器および補助金額

かすみがうら市　生ごみ処理

いつもみんなでむらなくみはれ




